
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済   ８

・日本の伝統文化である『武
道』、『三河木綿刺し子織』
を後世に伝承していく。
・愛知県の名古屋匠土産プロ
ジェクトへの参加。日本の伝
統品、伝統技術を世界へ。
『高い技術が求められる、刺
し子織生地の縫製技術』を後
世に伝承していく。

・全取扱商品における三河木
綿製品割合１００％維持（２
０３０年まで）
・名古屋匠土産プロジェクト
活動、年間4回以上維持（2030
年まで）

社会 １１
・天然資源１００％で作った
地域資源認定の三河木綿の活
用

・天然資源材料の活用１０
０％維持（２０３０年まで）

環境 ７　　１２

・製品用生地から出る廃棄物
の再利用、発生抑制
・省エネルギー化（次世代自
動車の採用、大型重機を使用
しない手作業による製品製
造）

・原材料仕入れ量に対し、廃
棄物再利用95％、発生抑制9
５％の維持（２０３０年ま
で）
・営業車のうち次世代自動車
の割合１００％（2030年ま
で）

取組・
活動内容

株式会社タネイは、国の地域資源である綿１００％で作られた三河木綿(愛知県
三河産の木綿を使った織物類)の刺し子織生地を使用する地域産業資源活用認定
事業者です。
タネイでは、『女性中心の雇用の持続』 『男女平等の人事制度導入』  『天然
資源の持続的使用管理』 『環境負荷低減製品の持続的展開』 『エコドライブ
の意識付け』 『次世代自動車の採用、空調機等の節電活動』  『日本の伝統を
後世に伝承』などの取り組みを行うことで、持続可能な社会の実現に貢献して
いきます。

株式会社　タネイ


